
インボイス学習会 資料 
 

 

立場の異なる２つの漫画で 

インボイス制度について説明 

 

１：フリーランスの視点（否定的） 

 

 

２：税理士の視点（中立） 
      どこでも地元メディア ジモコロ 

 

https://www.e-aidem.com/ch/jimocoro/entry/aika01
https://twitter.com/tokoritomotori


資料１ インボイス制度って何？ 

「インボイス制度」と言われて、ピンとくる方はいますか……？ 
聞き馴染みの薄いそんな制度が、2023 年 10月から実施されようとしています。 

 

影響を受ける方は年間売上 1000 万円以下の、フリーランスや個人事業主としてこんな職業に

就いている人です 

 

【インボイス制度で負担が予想される職業】 

※年間売上1000万円以下の人が対象 → （ごく簡単な見分け方は、サラリーマンか否か、です） 

 

俳優、映画監督、脚本家、カメラマン、ディレクター、構成作家、編集者、アニメーター、芸人、ア

ーティスト、小説家、漫画家、翻訳家、校正者、ライター、デザイナー、イラストレーター、スタイリス

ト、ヘアメイク、Web デザイナー、IT エンジニア、ミュージシャン・音楽家、コンサート・ライブスタッフ、

ハンドメイド作家、大家（居住用除く）、スポーツトレーナー、インストラクター、ダンサー、マッサー

ジ師、ネイリスト、コンサルタント、一人親方、個人タクシー、ウーバーイーツなどの配達パートナー、

配送業者（赤帽など）、シルバー人材センターで働く高齢者、伝統工芸などの職人、農家（農

協、市場以外と取引がある人）、日雇い労働者、駐車場経営者、スナックなどの飲食店・商店

の事業者、ヤクルトレディ、フリマサイトや手作り通販サイトの出品者、内職、クラウドワーカー、今

は存在しない新しい仕事に関わる人など 

 

ではこのインボイス制度とは一体なんなのでしょうか。 

 

とても簡単に説明すると、インボイス制度とは「民間同士で消費税を押し付け合う制度」です。 

特に「多様な働き方で小さな商売をする人」に大きな負担を強いるのが特徴です。 

 

「え？消費税って？」「買い物の度に今も払っているよ！」と思いますよね。 

実は、消費税を国に払っているのは消費者ではなく、事業者やお店です。 

 

ただその中でも、「多様な働き方で小さな商売をする人」、つまり上記に挙げたような年間売上

1000 万円以下の零細企業やフリーランス、個人事業主といった人々はこれまで消費税を支払う

必要のない免税事業者でした。 

 

インボイス制度は、この免税事業者に対して課税業者になることを迫るもので、税務署に申告の

上、平均して一事業者あたり年間 15万 4000円以上の納税が発生すると言われています。 



これは 10％の消費税のもとでの計算なので、今後消費税が 20％になれば 30 万円以上を毎

年、税務署に納税しなければなりません。 

 

インボイス制度は、支払い能力の低い人々に対する、あまりに厳しい、酷な増税ではないでしょうか。 

さらにこの制度のもとで納税を拒否すると（あとで説明しますが、これは免税事業者でい続けること

を意味します）個人事業主には仕事の発注がなくなる可能性が非常に高いです。 

 

インボイス制度をのめば、消費税の納税が発生する。 

そんな負担には耐えられないと税務署への届け出を拒否すれば、仕事がなくなる。 

 

このような、どちらに転んでも無傷ではいられない、苦役のような選択を迫るのがインボイス制度

です。 

 

ちなみに、SNS で独自に行った理解度調査では、75％の人がインボイス制度について「なんとなく

しかわからない」「自信がない」または「まったくわからない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、少しむずかしいですが、インボイス制度の仕組みを漫画で説明します。 

参考：《STOP インボイス！》弱いものから搾取し、多様な働き方とカルチャーを衰退させるインボイス制度を廃止してください！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用元： 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここでいう「インボイス」とは「適格請求書=ちゃんとつくった請求書」のこと 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※クライアントが「消費税分は払いません」「消費税分の単価を安くしてく

ださい」と発言するのは、「消費税転嫁対策特別措置法」に違反する恐れ

があり、公正取引委員会から勧告を受ける可能性があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



売り上げを増やすのが最善の道!? 

「というわけで、インボイス制度導入後も『免税事業者であっても、消費税分を取

引先に請求できる』ことは税理士さんへの取材でわかりました。  

とはいえ、取引先との関係性があってのことなので『発注が減ってしまうかも』とか、『（実質的

な）値下げをされてしまうかも』といった不安を抱えているフリーランスは多いと思うんです」  

「はい、はい」  

「免税事業者であるフリーランスとお仕事をすることの多いノオトさん的には、『イン

ボイス制度』をどう捉えていますか？」  

「会社からすれば多少は負担額が増えるでしょうし、お財布に影響を与える制度だ

と思います。だけど、僕たちのような立場の会社がやるべきは『フリーランスの人たちが損をしな

い』ようにすることなんです」  

「『インボイス制度』が始まると、免税事業者であるライターさんやイラストレーター

さんとの取引は、仕入れ税額控除の対象にならないんですよ……？」  

「はい、知っていますよ。 

ただ正直なところ、『消費税』単体でいくら納めているかというのは、よくわからないんですよね。

今までも消費税 10%をそのまま払っていたかというと、いろいろな控除もありますし、消費税を含

めた会社全体の数字で経営を考えるので」  



「では、『インボイス制度』が導入されても、変わらず我々フリーランスとお付き合い

を続けてくれるんですね……？（泣）」  

「もちろんですよ！（笑）  

というより、私たちの仕事はフリーランスのみなさんがいなければ成り立ちませんし、会社の経営

にどれだけ影響があるかは、実際に導入されてみないとわからないことも多くて……。 

それに、経営者としてやるべきことはとてもシンプルで、『売り上げを増やす』しかないんですよ

ね。出ていくお金を心配するより、入ってくるお金を増やすことを考えるほうが建設的ですし、最

大化する手だてを経営者は考えるべきだと思うので」  

「なるほど、なるほど。それでいうと、我々フリーランスも同じかもしれませんね」  

「ぶっちゃけ『外注費多いな〜』と思うことも、もちろんありますよ（笑）。だからこそ

売り上げを上げればいいし、上げるしかないんです。  

消費税が増えている一方で法人税率は下がっているので、結局トータルで考えていくしかないと

思います。 

協力してくれているフリーランスの方々にも、『会社として、ちゃんと法令に則ってやっていますよ』

とお伝えしていかなければなりませんね。正直に、信頼できる関係性を築いていくのが大事だと

思うので」  

「税理士さんもおっしゃっていたように、『インボイス制度』については導入されてみ

ないとわからないことも多いようですね。ビクビク怯えているよりは、いい仕事をして取引先との信

頼関係を築きながら、しっかり稼ぐことが大事ですね！  今日はありがとうございました！」  

引用元：どこでもメディアジモコロ（https://www.e-aidem.com/ch/jimocoro/entry/aika01） 


